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休
耕
地
、
耕
作
放
棄
地
の
活
用
は

答

国
の
農
地
中
間
管
理
事
業
を
利

用
し
て
休
耕
地
と
農
業
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
し
た
実
績
は
、
令
和
元
年
度
８
件
で

あ
る
。
農
業
へ
の
参
入
意
向
が
あ
る
企

業
の
利
活
用
促
進
も
重
要
と
考
え
て
お

り
、
現
在
、
芦
田
町
で
企
業
１
社
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。

問

休
耕
地
活
用
の
取
り
組
み
は
。

砂
留
遺
産
の
活
用
は

答

平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
歴

史
文
化
基
本
構
想
」
で
は
、
別
所
砂
留
、

大
谷
砂
留
を
本
市
の
特
色
の
一
つ
に
位

置
付
け
て
お
り
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ

る
べ
き
歴
史
文
化
資
源
と
考
え
て
い
る
。

　
砂
留
群
は
北
部
エ
リ
ア
の
周
遊
観
光

に
つ
な
が
る
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
。

今
後
は
、
地
域
と
も
連
携
し
、
散
策
し

な
が
ら
見
て
回
れ
る
砂
留
群
の
魅
力
を

さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
く
。

問

芦
田
町
に
現
存
す
る
砂
留
の

今
後
の
活
用
方
法
は
。

小こ
ば
た
け畠　

崇た
か

弘ひ
ろ

誠
友
会

（
45
分
）

山
手
橋
西
詰
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
を

に
矢
印
信
号
機
を
設
置
す
る
。

　
ま
た
、福
山
道
路
、福
山
沼
隈
道
路
、

福
山
西
環
状
線
の
整
備
に
よ
り
、
交
差

点
の
交
通
が
減
少
す
る
と
考
え
る
。

問

交
差
点
の
慢
性
的
な
渋
滞
は

市
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
当
面
の
対

策
と
幹
線
道
路
網
整
備
の
効
果
は
。

答

こ
の
交
差
点
で
は
国
道
の
迂う

回か
い

路
に
な
っ
て
い
る
２
つ
の
幹
線
市
道
が

交
差
し
て
お
り
、
朝
夕
を
中
心
に
渋
滞

し
て
い
る
。
当
面
の
対
策
と
し
て
年
内

公
共
交
通
は

問

路
線
バ
ス
郷
分
線
は
、
３
月

か
ら
13
時
台
と
15
時
台
の
１
日
２
往

復
の
み
に
減
便
さ
れ
、
利
用
し
に
く

い
状
況
に
あ
る
が
、
考
え
は
。

答

10
月
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
向

け
、
午
前
と
午
後
そ
れ
ぞ
れ
１
往
復
と

す
る
な
ど
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
運
行

と
な
る
よ
う
事
業
者
と
協
議
し
て
い
る
。

荒あ
ら

玉た
ま　
賢け

ん

佑す
け

誠
友
会

（
40
分
）

実
証
実
験
の
成
果
は

答

本
市
が
関
わ
っ
て
き
た
実
証
実

験
で
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
モ
ビ
リ
テ
ィ
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
な
ど
が
実
用
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
が
、
先
進
都
市
と
同
様

多
く
は
社
会
実
装
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
重
要
な
こ
と
は
、
実
証
実
験
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
企
業
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

問

実
証
実
験
の
社

※

会
実
装
は
。

で
き
る
都
市
と
し
て
の
信
頼
性
や
魅
力

が
高
ま
る
こ
と
に
あ
る
。

鞆
町
の
安
全
対
策
は

答

①
住
民
に
不
安
を
与
え
な
い
よ

う
、
安
全
性
の
確
保
を
県
に
求
め
、
丁

寧
な
説
明
を
行
う
よ
う
調
整
す
る
。

②
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
を
検
討
し
て
お
り
、

今
年
度
末
を
目
途
に
鞆
町
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
防
災
計
画
を
策
定
す
る
。

問

①
山
側
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安

全
対
策
は
。

②
防
災
計
画
策
定
の
進
捗
は
。

答

福
山
駅
前
ア
ク
シ
ョ
ン
会
議
に

市
域
全
域
か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

駅
前
と
周
辺
地
域
の
人
や
資
源
を
つ
な

げ
る
取
り
組
み
を
始
め
る
。
例
え
ば
、

周
辺
地
域
の
観
光
施
策
や
農
水
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
等
と
駅
周
辺

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
と
の

連
携
に
よ
り
、
経
済
の
循
環
を
め
ざ
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
各
地
域
の
地
域
戦
略

策
定
に
着
手
し
、
戦
略
的
な
地
域
づ
く

り
と
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
再
生
と
の
相

乗
効
果
に
よ
り
、
市
域
全
体
の
一
体
的

発
展
を
め
ざ
す
。

福
山
駅
前
再
生
事
業
の
他
地
域

へ
の
波
及
に
向
け
て

問

駅
前
再
生
事
業
は
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
の
み
で
な
く
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
公
園
の
利
活
用
な
ど

各
地
域
の
新
た
な
活
性
化
に
と
っ
て

も
重
要
で
あ
る
。
今
後
は
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る

が
、
関
連
す
る
取
り
組
み
は
。

岡お
か
ざ
き崎　

正ま
さ
ず
み淳

誠
友
会

（
50
分
）

※社会実装：実証実験や研究の成果を社会問題の解決に向けて実用化すること


